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平成２７年度第８回「知事と語ろう市町村ミーティング in さけがわ」 

 

                ＜開催日時＞ 平成２７年１２月２１日（月） 

                ＜開催場所＞ 鮭川村農村交流センター 

                ＜参 加 者＞ 約１２０名 

 

【開催テーマ】人と自然と文化が輝くむら 鮭川 

 

【質疑事項】 

１ 小規模（中山間）の農業を守る政策について 

２ 平田と鮭川間の道路整備について 

３ 河川の復活整備について 

４ 最上地域の医療と病院について 

５ いじめ再発防止について 

６ やまがた創生総合戦略－挑みの八策について 

７ 一般県道曲川新庄線の整備促進について 

 

【テーマに関する質疑】 

１ 小規模（中山間）の農業を守る政策について 

＜意見者＞ 

 日本は、特に山形県は 65%が山地です。ここ最上郡は８割が山です。なので、農地の集約

化や大規模化は、ごく僅かの農家しかできないんです。 

 ネットで調べたんですけれど、スイスの農業はすごいんです。スイスは酪農国です。そ

して、標高によって乳価の値段が違うんです。もちろん、標高が高くなればなるほど、乳

価は高くなるんです。フランスもそうだということでした。そして、フランス農家の収入

の９割を国の税金で賄っていると。そして、スイスの農家の人たち、また消費者は、標高

の高いところで、高く作っている農家を絶対に責めないです。なぜかというと、下の方で

暮らす住民や農民は、中山間、山間部の農家が維持できなければ、水も来ないし野生動物

がくるということで、絶対それは守らなければいけないということなんです。 

 今の農政というのは、「とにかく農地は集約化しろ」「生産効率を上げろ」それ一点張り

なんですよね。それができる農家というのはごく一握りで、ほとんどが中山間、山間部の

零細企業なんです。そして、兼業をしながらやっとそれを守ってきたんです。今、それが

もう限界点に来ている。やっている農家の人も歳をとったし、若い人は出て行ったし。知

事からは、現実の中山間地区の農産地を見て欲しいです。荒れ放題の畑や田、野生動物に

荒らされたところ、現実の農家っていうのはそこなんですよ。国は何かというと、中山間

直接払いを実施している、農地保全しているって言っていますけども、結局一番いいのは、

農家自体の所得を増やすことなんですよ。フランスみたいに国の税金を９割もつぎ込んで

も、自然を守る意味では、今の環境省がとっている予算以上の価値はあると思います。だ

から、６次産業化も大切でしょうけれども、県独自で、中山間、山間部の農家の農地を守

る政策をとってもらわないと、おそらく 10年後には平地も農家ができなくなると思います。

野生動物は来る、水は無くなる、そうなってからでは遅いんですよ。一回田んぼを荒らし
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たら元に直るまで５年以上かかりますから。もっともっと、現実を見て欲しい。 

 具体的な中山間、山間部の農業振興政策、この政策を立てていただきたい。でないと無

人の農村になっちゃいます。 

 

＜知事＞ 

 一番大変といいますか、難しいところといいますか、根幹のところの御提案をいただき

ました。今おっしゃられたように山形県の６割が中山間地農業でございます。それをどう

していくかというのは大きな課題だと思っています。これだというように簡単に答えとい

うのはもちろん見つかっておりません。また、国全体の大きな政策という中で、食料自給

率というのも、なかなか上げるというようなところが見えてないといいますか、とても大

きな問題と繋がっていると思っています。 

 世界の主要国というのは、フランスであれ、アメリカであれ、自分のところの食料は自

分のところで調達できるようにしておりまして、そのための補助金といいますか、農家助

成がしっかりしていると聞いています。それに比べると、案外食料自給率を上げるといい

ますか、自給できるということに対しての意識が日本は足りないのではないかと思ってい

ます。山形県は 130％自給率がありますので、何かがあっても県民は大丈夫なんですけれど

も、国が有事の際には、餓死する人が出てくるぞと言っているんですけれども。 

 戦争を知らない、経験してない、私も経験していません。有事の際にはどうしていくん

だと、日本を食料攻めすれば、いっぺんで勝てると言っている国もあるそうでありまして、

そういう重要なところでも、私は問題があると思っています。それが１点であります。 

 私は中山間地で育っておりますので、中山間地を知らない人よりは知っているといいま

すか、実感しています。それで、国は、今おっしゃられたように多面的機能支払制度です

とか、中山間地域等直接支払制度というのを積極的に活用するようにということを言って

おります。県では、活用する方向でお勧めをしているんですけれども、それがいつまで続

くかということが分からないというのが正直なところです。平野の集約というといろんな

政策がありますが、県では、政府が中山間地に焦点を当てる前から、中山間地の集約のと

ころに助成するというのを、数年前から始めているところであります。これからも中山間

地の皆さんがどうやって農業を維持していけるかを、現場の皆さんのお話をお聞きしなが

ら、しっかりと取り組んでいかなければならないと思っているところです。 

 中山間地は、国土の保全、水源の涵養、自然災害を防ぐほか、さらには文化、そこでお

祭りをやったり伝統芸能を維持していただいておりますので、そういったものがなくなっ

てしまったら、日本の文化というのはものすごく貧しいものになっていくといいますか、

観光に力を入れるにしても、日本らしさっていうのがだんだんなくなっていったら観光に

も影響してくると思って、結局、大変な損害になる、将来になるであろうということをそ

の視点も盛り込んで、政府に働きかけております。東北６県プラス北海道と一緒になって、

山形県からそこの視点も盛り込んでくれということで、その視点も盛り込んで、中央に提

言をしているところでございます。 

 具体的なところでは、鮭川村では中山間地で、例えば花きの栽培、御意見者に言わせる

と成功例だけ出すなということになるかと思うんですけど、ただ成功例は増やしていかな

ければいけないというのも、それは有りだと思うんです。成功例を普及させていくという

ことも有りだし、農業法人というところで、まず経営力のある方に経営してもらって、そ
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こで農業が好きな方が働ける場を作る。それも私は将来的には一つの大きな方向だろうな

と思っているところです。ただ、今すぐ所得補償を全部なくすとか、そういうことでは、

次にどこで働けるんだということになりますので、そこは時間をかけて、進めていくべき

だろうと思っているところでございます。そのあたりも政府には提言をしております。 

 さらに具体的な例になりますけれども、スモールビジネスというようなことを、その地

域地域で、知恵と工夫、アイデアを活かしてスモールビジネスをやっていくというのも大

事なところではないかなと思います。以前、「葉っぱビジネス」ということが注目されまし

たけれども、県としましては、女性や若者が活躍できるようにということでいろいろな小

さな事業というところにも助成をしているところでございます。鮭川村で言えば、例えば

規格外のイチゴを活用してイチゴようかんを作ったり、ジャムにしたりといったことも行

っておられるとお聞きしております。そういったその地域に住んで、小さなビジネスなん

だけれども、そこで収入にしていく、収入にしていかないことには、生業として成り立ち

ませんので、収入にしていくことが大事だと思っています。そういった知恵をどんどんと

増やしていくといいますか、アイデアを持って取り組みたいという方を応援していくのが

行政の役割ではないかなと思っております。 

 御期待した答えになるかは分からないんですけれども、いろいろ今、大変な状況だとい

うことは、私も危機感を持っておりますので、市町村そして現場の皆さんのお声をお聞き

しながら、できる限りの対応をしていきたいと思っております。 

 

＜村長＞ 

 山間地は条件不利地なんでね、それに対して中山間地の直接支払制度ができたんだと思

いますけども、山間地は特に、ほ場の拡大ができないので、そこにあったような作物を工

夫していかないといけないんだろうと思います。特に山菜に関しては山間部は適地だと思

うので、田んぼになっているところを山菜の栽培地に変更する場合も比較的可能だと思い

ますので、適地適作みたいなのを選んで生き残っていくと。ですから、規模の拡大だけで

なくて、小さいものの組み合わせによって、生き残られる農業を作れるのかなということ

を、そのような取組みに対しても、県も支援しているようでございますので、村も合わせ

て支援しながら山間地の農業をなんとか守っていきたいと思っております。 

 

２ 平田と鮭川間の道路整備について 

＜意見者＞ 

 鮭川村から庄内に行くには、必ず国道 47 号に出るか国道 344 号に出ないと庄内に行けな

いんです。ところが、羽根沢温泉から一山を越して、平田町、今は酒田市になっています

けれど、そこに出られる道路がございます。その道路が年中通過できるようになりますと、

庄内からのお客さんも鮭川村に来るようになりますし、鮭川の人も庄内に行くのが、三角

形の一辺になりますので、非常に近くなります。 

 なんとかこの道路を年間通して通れるようにお願いしたいと思います。 

 

＜知事＞ 

 県では、県土整備部において山形県道路中期計画という、概ね 10 年間の計画を立てて計

画的に道路整備、そして維持管理に努めているところでございます。それは、事業効果発
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現の視点から高速道路や地域高規格道路の整備を促進するということ、二つ目は高速道路

ネットワークと連携したインターチェンジアクセス道路の整備、三つ目が通学路の安全対

策を含めた道路の交通安全の向上、そして四つ目が緊急輸送道路を強化する、五つ目が道

路の施設の長寿命化対策ということで、これらを最優先する施策と位置付けて事業を行っ

ているところでございます。 

 一般県道平田鮭川線のお話をいただきました。酒田市山元（やまもと）から鮭川村中渡

（なかわたり）の未整備区間というものがあるわけですけれども、そこを整備して下さい

ということでございますが、私も、まだちょっと行ったことはないんですけれども、どの

ような道路かということをいろいろ聞きましたが、すぐに中期計画へ位置付けるというの

はなかなか難しいところがあると聞いているところでございます。長い期間雪で閉ざされ

てしまうとか、例えば年間通行できるようにするためには、整備して、しかも除雪経費が

かなりかかるとか、その割に交通量が案外少ないとか、そうした具体的なことをいろいろ

聞いているところなので、現時点ですぐに取り掛かるというのは大変難しいということを

聞いているところでございます。 

 ただ、鮭川村の道路は、何もしないでいいということではもちろんございませんで、鮭

川村から要望いただいているところがありまして、主要地方道路真室川鮭川線の京塚（き

ょうづか）地内の交差点改良工事。これにつきましては、来年度平成 28 年度の完成を目指

して現在事業を進めているところでございます。それから一般県道曲川（まがりがわ）新

庄線の居口橋架け替え事業につきましては、ここは大変せまい隘路区間がありまして、そ

の解消を図るために、現在事業を進めているところでございます。それから、主要地方道

真室川鮭川線佐渡坂（さどさか）工区の改築事業につきましては、着手に向けて今準備を

進めている段階でございます。 

 私は、道路はとても大事な社会インフラで、道路を地域活性化の基盤だと考えておりま

すので、計画的に市町村の御意見もお聞きしながらしっかり進めていきたいと思っており

ます。 

 

＜最上総合支庁建設部長＞ 

 平田鮭川線でございますけれども、現在、実態としては、林道が通っているという状況

になっておりまして、未舗装で冬期間は閉鎖されるという道路になってございます。この

道路につきまして、通年通行できるような整備をという御要望でございますけれども、先

ほど知事から中期計画の考え方というのを説明申し上げましたけれども、そこにあります

とおり、中期計画上、位置付けることがなかなか難しい。と言いますのは、通年通行とい

うことを考えますと、現在のような形状ではまいりませんので、沢や川に橋を架け、また

長いトンネル等を掘る必要が出てくるかなと。その場合、整備費用が莫大なものになりま

す。そうした場合に、それが通った後どのぐらいの交通量が見込めるのかという問題にな

ってまいりますけれども、大きく最上と庄内の交流ということを考えた場合に、現在、国

の方で整備を進めていただいております新庄酒田道路というのがございます。あれが完成

すれば、主たる流れというのは向こうの方になるであろうと考えられます。また、冬場の

除雪ですね、県内でも雪の多い地域であるということを考えますと、そのための除雪の体

制、それにかかる費用というのも相当莫大なものになるというのが考えられるということ

で、現時点では、県としてなかなかそこの事業に向かうことは難しいというふうに考えて
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いるところでございます。 

 ただ、先ほど知事から説明ありましたとおり、現在鮭川村内で事業を進めさせていただ

いております箇所は橋梁補修等も含めますと、今年度 9 箇所ございます。まずは、現在事

業を行っている箇所を、早期に完成させるということが、私どもとしては、まず一番の課

題と考えているところでございます。また、その他にも御要望いただいている中から、調

査を進めている箇所もございます。そのような箇所につきましては、できるだけ早く事業

化に向かえるように準備を進めてまいりたいと考えております。 

 

３ 河川の復活整備について 

＜意見者＞ 

 県内あちこちを見渡してみると、各市町村で毎年イベントを組んで、その市町村でお金

を準備して、どうか来て下さいとそういうふうに客を誘致するようなことを続けているの

が現在で、それがすごくいいような状況になっているところが私には見えません。山形県

にはすばらしい自然があるんだから、一番メインのものから勧めていくということを考え

てもらいたいと思います。 

 最上川をはじめ、県内には素晴らしい川が流れています。その川が護岸工事とかで、見

た目はきれいになっているように見えますが、2、30 年前の川と比べると、約 80％が砂と

小砂利で埋まってきています。魚の方から見れば、懐の浅い魚の住みにくい川になってき

ています。それを復活してもらって、いい状態になれば、どうか来て下さいと頭を下げな

くても、黙って人は訪れてくれるようになると思います。 

 今から 13 年ぐらい前から、県の方針で、県産の魚しか放流してだめだ、そして、10 年ぐ

らい前からは、禁漁して遡上を多くしなければだめだというふうな指導で始まった川の状

況ですが、私どもには、一向によくなっていません。その証拠に、県内に訪れる釣りのお

客さんの来てくれる人数が、去年あたりでその当時の２分の１以下まで下がっています。

そして今シーズンは、天候不順の影響もありまして、その 13 年前の 10 分の 1 以下まで落

ち込んでいます。 

 とにかく、川の条件さえよければ、何々しますから来て下さいと言わなくても、人はひ

とりで集まってくるんです。また、国交省の工事した後の建設業者の後始末が悪くなって

いますから、もう川が荒れ放題です。それを直してくれただけで余計な出資しなくても、

人は集まってくるのではないでしょうか。そういうところに目を配って欲しいと思います。 

 

＜知事＞ 

 川も大事だと思っています。山形県は河川の数が東北で一番多いんです。そして、山も

多くて、山と川が多いということは滝の数も多くて、５メートル以上の滝の数は日本一多

いんです。全国１位です。そういったことをもっともっと発信することで観光にも資する

のかなあと思っています。 

 今、御意見あったように、魚が昔のようにたくさん泳いでいるような川にすることは、

とても大事なことだと思っておりまして、ソフト事業で「魚いきいき清流山形県民運動」

という事業を昨年から行っております。といいますのは、これは全国的な潮流なんですけ

れども、天候とか、いろんな社会的な環境のせいかもしれませんが、魚も全国的に少なく

なってきているんです。ダムとかそういうことと関係なく。それとは違った次元で、人間
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も少なくなっているけども、そういう生物、魚も減ってきているということが調査ではっ

きりしてきているので、これは人工的にでも、「山形県の川に行けば、釣りができるぞ」と

いうふうにするのが大事だと思いまして、その放流、県内各地でその放流みたいなものに、

もっと力を入れたらいいんじゃないかと言って、そういった事業を今展開をしているとこ

ろでございます。 

 また、ハードのことになりますと、漁場環境の改善ということで、河川堆積土砂の浚渫

が必要だという意見をたくさん頂戴しておりまして、可能な限りこれに対応してまいりた

いと思っております。ここ鮭川村では、まず鮭川という本当に素晴らしい川があるわけで

すけども、「鮭川流域内水面漁業振興協議会」というのを、今年の８月に設置しました。こ

れ全国で初めてなんです。県で、川を大事にしたいと申し上げましたところ、そういった

ことも考えたらどうかという国交省のアドバイスもありまして、全国で初めてこういった

協議会を設置したところであります。 

 ハード、ソフト両面からしっかりと対応していきたいと思っています。良好な河川環境

ということで、“多自然型川づくり”という考え方に沿って取り組んでいきたいと思ってお

ります。いくら河川の土砂を浚渫して採っても、また大雨がきて、また土砂が溜まってし

まうというような自然との繰り返し、いたちごっこみたいなところもあるんですけれども、

できる限りそれをやっていかなければいけないと思っております。防災上も必要なんです

ね。魚などの生物が住みやすい環境をつくるということもありますけれども、防災上から

も取り組まなければいけないと思っているところであります。ただ、自然が相手のところ

で難しいところがありますけれども、河川環境の保全にしっかりと取り組んで行きたいと

思っています。 

 

＜最上総合支庁建設部長＞ 

 河川の浚渫も、先ほどの道路と同様ですけれども、地元の市町村の方からも、多数要望

をいただいているところでございます。すべてを同時にというわけにはなかなかまいりま

せんので、地元の市町村の役場の方といろいろ相談させていただいた上で、順番を決めて

順次対応しているところでございます。ただ、県だけの事業で完全にそういった対応がと

れるということでもございませんので、最近は、公民協働と言っておりますけれども、地

元の皆さん、あるいは民間企業との協働によりまして、公募型による支障木伐採、河床掘

削といった河川管理も行っているところでございます。 

 今後とも、できる限り適切な維持管理に努めてまいりたいと考えております。 

 

４ 最上地域の医療と病院について 

＜意見者＞ 

 県立新庄病院に新しい機材が入るという話も聞いたことがあるんですけれども、新庄最

上の人たちの一番の心配は、冬場、今の県立新庄病院は駐車場が狭く、車ぶつけたとかこ

すられたとか、そういう問題が多々ありました。改築って書いてあるんですけれども、新

庄最上の道路の方も整備されてきていますので、その新たに道路整備された近くに、山形

の中央病院とか酒田の日本海病院のように、道路の脇というか道路と隣接しているような

場所にできれば新たに病院を造っていただきたい。 

 今、この新庄最上で産科の医師というか、お子さんが産める場所が県立病院しかないよ
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うな状況ですよね。それで、庄内村山置賜からみれば、人口当たり比率にしても 100 名ほ

ど、看護師にしても 100 名ほどの不足となっているのが現実だと思うんです。 

 新庄最上のお医者さんっていうのは、１日でお医者さんが診る数が何百人っていうか、

多い人だと 200 人ぐらい診るお医者さんもいるっていう話を聞いて、患者さんの病状とか

そういうところまではタッチできないんじゃないかなという心配があるんですよね。 

 そういう医療が充実すれば、人口だってたぶん定着してくると思うんですよ。そういう

ところから、もうちょっと新庄最上というところを考えてもらいたいし、もうちょっと新

庄最上の方に目を向けて欲しいと思います。 

 

＜知事＞ 

 新庄最上の方々が安心して生活できるという点で、医療・福祉はすごく大事なところか

なと思っております。 

 それで、県立新庄病院のお話を今お伺いした訳でありますけれども、最上地域の方々、

確か何万人ですか、かなりの数の方々から署名運動いただいたりして、今、検討委員会と

いうのを、「山形県立新庄病院改築整備検討委員会」という名称でありますけれども、そう

いったものを設置して、検討してもらっているところであります。改築って書いてあるん

ですけど、実際は新築で、改築っていうとなんかね、「一部分だけやるのか。」とか、そう

じゃなく、新築だと考えていただいて結構だと思います。今、病院があるので、改築って

いう言葉を使うんですけどね。 

 道路に面したものというお話もいただきましたけれども、今、検討委員会でいろいろこ

うどういった機能が必要かとか、こういった機能も追加してとか、いろんなお話をしてい

ただいているはずなんですね。それで、場所はまだ決まっておりません。お話を伺います

と、駐車場が狭いとか、いろんなことをお聞きしておりますので、その内容を検討する中

で、では現在のところでいいのかとか、いろいろなっていくと思いますので、場所はまだ

未定なんです。そういった内容をしっかりと検討して、その環境というものも検討して、

場所が選定されるのかなと思っておりますので、ぜひ見守っていただきたいし、御意見も

どんどんいただければと思っているところでございます。 

 私、他の病院にいかなくても済むように、新庄病院を最上地域の医療の殿堂にしたらい

いんじゃないかと言っております。内容の検討委員会で、私が、今どうこういうわけでは

ないのですけれども、ヘリポートも必要だってことになれば、それだけの堅固な建物にし

なければなりませんし、最上の人方が安心して住めるような、その基盤としての病院をし

っかり造っていければなと。しかも福祉的なものもね、加味した方がいいんじゃないかと

私も思っているので、そういうようなことも、そっとは言っているんですけれども、皆さ

ん方の御意見をお聞きしながらしっかりと検討している最中でございます。 

 最上地域に目を向けてないと言われると、ちょっと私もつらいものがあります。ちゃん

と、高速道路も繋げたり、かといって繋いだ時に、通過点になられては困るわけですよね。

そのときに最上地域で観光してもらったり、最上地域の産物を買ってもらったりというよ

うな、そういうことをしっかりと取り組んでいかなければいけないということを申し上げ

ております。医療も福祉もしっかりと最上の皆さんのお話をお聞きしながら取り組んで行

きたいと思っているところでございます。 

 



8 

５ いじめ再発防止について 

＜意見者＞ 

 いじめに関するマスコミの報道には、残念ながら耳を傾けざるを得ないと思います。県

としてもいろんな対策「アンケートの実施」、「個別レター」、「保護者からの聞き取り」な

ど、さまざまな角度で対応策を実施していることは評価できると思います。しかしながら、

いじめの多くは学校内で行われている事実でございます。見逃さない・育成・教育など本

来の学校教育、県教育委員会としても、事実が大きくならないように、やはり見逃さない・

育成・教育など、本来の学校教育・スポーツ等への精力が傾注できるように指導の強化を

図っていただきたいと思います。 

 現在、鮭川村ではいじめは全く無いということでありますけれど、首長自ら陣頭指揮を

とっていただき、身近な地域から絶滅させる意欲をもって対応していただきたいと思いま

す。決して、隠すこと無く、見逃さない、チームワーク、指導、全教職員、教育委員会各

位との腹を割った会議の「場」を共有することが不可欠であると思います。 

 

＜知事＞ 

 今年の 10 月末に、平成 26 年度の問題行動等調査ということが公表されました。その中

で、山形県のいじめ認知件数ですけども、総数で 4,538 件でした。御承知かと思いますが

過去最高でございます。また、いじめが発覚したときに解消するということが大きな目標、

目的になりますけれども、解消したという割合も 92.9%でございまして、これも過去最高と

なったところでございます。全国平均を上回っているところでございます。いじめという

のは、こういうことだという定義がされてアンケートなどで「これもいじめに入るんだ」

というような認識がかなり浸透して「これもいじめだ」、「あれもいじめだ」と認識されて

件数が多くなったんだと思っております。実態的なものがすごく増えたということよりも、

「これもいじめなんだな」ということで、どんどん「いじめがあります」ということで件

数が増えたと認識をしております。それに対して学校としてなるべく早く対処するという

ことをやっているから、その解消割合も過去最高になっているというふうに考えていると

ころでございます。 

 なんといっても、どの子どもにもどの学校でも、いじめというのは起こり得るんだとい

う考えに立って、意識を持って、重大な事件になる前にしっかりと防いでいくことが大事

だということで、未然防止、再発防止というところがとても大きなポイントになるだろう

と思っているところです。 

 子どもたちが自分の目標に向けて、明るく楽しい学校生活を過ごすということが大事で

ありますので、地域の皆様からも一層のお力添えをいただくことが重要だと思います。こ

のため県では、関係者が一堂に会しての「県いじめ問題対策連絡協議会」というものを開

催しております。関係機関団体の連携を図りながら、いじめ問題への対応を行っていると

ころでございます。さらに教育委員会の中に「山形県いじめ問題審議会」というものを設

置しまして、いじめの実態について情報を共有し、いじめ問題に対応するということで、

しっかりと検討をしているところでございます。いじめは絶対よくないんだ、ということ

を社会全体でこれを発信する。そのことが子どもたちも「やっちゃいけないんだ」という

善悪の認識につながると思っております。「いじめ・非行をなくそう山形県民運動」という

のを、山形県で平成 25 年度から行っております。県民挙げていじめの根絶に向けた取組み
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に力を入れているところでございます。 

 ただ何回も同じことの繰り返しになりますが、いじめはどの子にも、どの学校でも起こ

りうるというそういう意識をしっかり持って、対応していくことが大事なんだろうと思っ

ているところです。そういうことではありますが、鮭川村でいじめがないということは、

すごくすばらしいことだと思っています。それは村民の皆さんがそういう意識を持つとい

いますか、もともといじめというような雰囲気ではない、すばらしい地域なんだろうなと

思っているところです。ただ、今 IT 化が進み、いろいろな隠れたところで何が起こるかわ

からないというような事情もありますで、「準備おさおさ怠りなん」といいますか、常に緊

張感を持って取り組んでいくことが大事だと思っておりますので、もっともっと村民を挙

げたいろいろな運動をよろしくお願いしたいと思います。 

 

６ やまがた創生総合戦略－挑みの八策について 

＜意見者＞ 

 戦後 70 年と言われておりますけれども、先般のベビーブームから、高度経済成長という

ことで、常に右上がりの日本の社会であったものが、リーマンショック以来、経済の逼迫、

閉塞感が漂い、そして、いつの間にか人口が減少してきて、高齢化社会、あるいは少子高

齢化社会というようなことになってきております。その現象は、地域コミュニティにおい

ても、非常に大きな影響を与えておるわけです。その一つが、生産人口、いわゆる労働人

口にあたる青少年が少なくなってきて、地域を支える力が弱くなっているんじゃないかな

と考えており、今後その傾向も強くなっていくのではないかと憂慮しているところであり

ます。 

 鮭川村においては、人口動態が発表されてから、いろいろショックな感じもあったわけ

ですけれども、今は「人と自然と文化の輝くむら 鮭川」という将来像のもと「第２次鮭

川村総合発展計画」を立て、そして人口減少に対応し「鮭川村まち・ひと・しごと創生戦

略」を策定して鮭川村の発展を考えているところであります。 

 山形県で 10 月に策定された「やまがた創生総合戦略」では、「挑みの八策」ということ

を提唱されていると聞いております。今後のその八策を元にした山形県の総合戦略につい

ての要旨や、今後の取組みなどをお伺いしたいと思います。 

 

＜知事＞ 

 やまがた創生総合戦略、たくさんあるんですけれども、その中で山形県で特に力を入れ

ていく８つの項目を「挑みの八策」として掲げているところでございます。 

 一つ目が「６次産業化を推進して『食産業王国やまがた』を実現する」ということであ

ります。さくらんぼやラ・フランス、野菜、牛肉、豚肉、山菜、きのこ、お米では、質の

高い、そういった食の資源が本県にはございますので、それを活かして、生産、加工、流

通・販売に一体的に取り組む６次産業化を推進して「食産業王国やまがた」の実現を図る

ということであります。県内各地にすばらしい農林水産業がありますので、地域活性化と

いう意味でもしっかり取り組んで行きたいと思っています。 

 二つ目が「森のエネルギー、森の恵みを活かして『やまがた森林ノミクス』を推進する」

であります。山形県は、本当にものすごい広大な森林面積をもっておりまして、それが活

かされておりません。山形県の県土ですけど、東京都と神奈川県と千葉県を合わせたぐら
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いの面積あるんですね。そのぐらいの広い面積の中の 70％以上が森林になっています。最

上地域の８割が森林だということでありますけれども、本当に森林が多いんです。これを

もっともっと活用しなきゃいけないということで、最上が先進地であると思っております。

県内全域でしっかりと林業を振興して、地域経済を活性化したいというのが『やまがた森

林ノミクス』でございます。それをしっかり取り組んでいきたいと思っています。 

 三つ目が「再生可能エネルギーで経済活性化と持続可能な社会の構築」であります。山

形県は、風力、太陽光、また水力というのが、全国でも高いポテンシャルだということが

分かっておりまして、風力エネルギーというのは、だいたい海端に近いところなんですけ

れども、内陸でも、鮭川村の与蔵峠で１年間に亘って風況調査を実施して、現在結果のと

りまとめを行っているところだということであります。また今年の９月には、都道府県と

して全国初の取組みとなる「やまがた新電力」という会社を設立いたしました。これで、

県内の再生可能エネルギーの発電事業者から、電力を買って、そして県内で必要とする方

に供給する、地域供給ということになりますけれども、そういった仕組みをしっかり作っ

て持続可能な社会をつくっていきたいと思っています。 

 本県に原発が無いというのは、安心して暮らせる、安全安心な県ということで謳ってい

くことができると私は思っています。今後も、原発を受け入れる気はございませんで、山

形県内の資源を、しっかりと活用してエネルギーを開発していく、これが大事なところだ

と思っています。それで、最上地区は特に木がいっぱいありますので、もっともっと木を

使いたいと思っています。来年ですかね、新庄に集成材工場がくることになりました。ま

た、庄内の方では、木質バイオマス発電も、もう櫛引で始まっております。火入れ式も行

われました。そういったことで、どんどんと木材を使う場面が実際に増えていきますので、

そうしますと、私は、木や山の価値が上がっていくと思います。上げていきたいんです。

そうやって、林業をしっかり振興していきたいと思っております。 

 四つ目は「観光立県」です。観光もしっかり取り組んでいくことで、仕事の場をつくっ

ていきたいと思っています。雪というものも大変大事だと思っていますし、やっかいもの

だと思わずに、観光に資するように取り組んでいきたいと思います。マイナスのスパイラ

ルではなくて、プラスの、雪が降るとそこにお客さんが来て、そして旅館に泊まって、そ

して飲んで食べて、お土産を買ってってもらって、好循環というものをしっかりとつくっ

ていきたいということで、一歩踏み出します。山形県内のいろいろな地域で雪のイベント

あるんですけども、とがったものがありませんでした。ですから、雪まつりというのを立

ち上げまして、そこが雪のイベントのオープニングだというような位置付けをして、全国、

海外からのお客さんに来てもらえるようにして、あとは、いつでも県内どこかでは必ず何

か雪のイベントがあるぞというようなことで、雪の時期にもお客さんに来てもらって、地

域経済を潤すようにしていきたいと思っているところでございます。 

 五つ目は「若者・元気シニアの定着・移住プログラムを展開する」であります。若者を

対象とした県内企業についての情報発信ということをしっかりやります。また、就職のた

めの経済的支援ということで、就職まで一貫して支援するということであります。交通費

の助成などを始めております。また元気なシニア、定年になってもまだまだ元気なわけで

すから、都会からふるさとに戻って移住してもらって、ふるさとのために働いたり、また

そこでいきいきと暮らしていただくというようなことを取り組んでいきたいと思っており

ます。そのための、情報発信、相談体制を充実していきたい、住宅支援までの総合的な支
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援を展開して行きたいと思っています。 

 六つ目が「日本一の三世代同居で子育て支援」であります。山形県は、三世代同居率が

日本一であります。ただマイナスの側面があっては、三世代同居したくないとなっちゃい

ますので、嫁さんになって苦労した人もいるわけでありますから、そういったところを改

善しながらみんなが幸せに暮らしていけるような体制をとりながら、子育て、そして介護

というものをしっかり、できる限り、三世代同居で吸収していく、これ社会福祉の分野に

も繋がるんですが、お互いに支え合う、そしてその中で生きがい、喜びというものを感じ

るということが大事だと思いますので、三世代同居のための住宅の新築やリフォームに対

する助成を行っております。 

 七つ目が「やまがたウーマノミクス」なんですけども、山形県の女性の就業率が、確か

全国２番目ぐらいに高いです。福井県が１番目だったかなと思うんですけど、２番目ぐら

いに高くて、女性がこれだけ働いているのに、女性が登用されているかというと、登用さ

れていないんですね。男性も女性も、みんながいきいきと暮らしていけるようにすること

が大事だと思っています。登用率というのをもっと上げていった方がいいんじゃないかな

と思っています。今度、酒田市で女性副市長さんが誕生するようでありますけれども、明

るい話題だと思っています。私は、女性知事、全国でたった二人のうちの一人なんですけ

ど、女性が女性がというような気はありません。いつも、人間として政策を行っておりま

す。そして、もちろん男性方のお力添えもいただいているからこそ、やっておられると思

っております。女性、男性、両方の視点が入るような社会といいますか、みんなが暮らし

ていきやすいそういう社会をつくっていくことが大事だと思っているところでございます。

そういうことで、女性のいろんなアイデアをもっともっと出して行けるような産業界の事

業をやれればと思います。 

 以前、東根にある、ストーブを作っている会社を訪問したことがあるんです。そのとき、

そこの社長さんが言っていたんですけれども、「俺たち男だと黒いストーブしか思い浮かば

なかった。」と。でも、若い女性社員が「ピンクのストーブもあったらいいね。」「黄色いス

トーブもあったらいいね。」って言って、それを作ってみたところとても評判がよくて売れ

ているんだそうです。幼稚園とか保育園とかでね、そういうところで、きれいなかわいい

色のものが売れているらしいんですね。ノンアルコールビールも、あれも女性の発想なん

ですね。そういったことで、男性の発想はもちろんですが女性の発想もいろいろ取り入れ

ていくことで、まだまだ経済活性化していけるところがあると思っているんですね。もっ

ともっと、そういうアイデアを活かせるような仕組みが必要ではないかと思っています。 

 最後の八つ目ですけども「文化等を通して地域への愛着・誇りを醸成」であります。こ

れは、もう鮭川村さんでいえば、鮭川歌舞伎を始め、すばらしいいろいろな伝統芸能があ

ります。そういった文化というものをしっかりと地域の人で守り、また子どもたちに伝え

て、「ここはこういうのが伝わっているすばらしいところなんだ。」ということをもっとも

っと、誇りを持ってもらう、愛着を育てていくということが大事だと思っています。 

 皆さんと一緒になって、取り組んで行きたいと思います。 

 

【その他の質疑】 

７ 一般県道曲川新庄線の整備促進について 

＜意見者＞ 
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 県の重要事業として、曲川新庄線の居口橋の改良の件について、御尽力いただき、あり

がたく思っております。また、今年は、ちょっと予算のほうも少なかったんですけれども、

無事、用地買収も済み、一部わずかでありますが、工事も着工いたしました。お年寄りが

だいぶいます。65 以上も半分以上なんです。ですので、なるべく早く道路を完成していた

だきたいという要望です。それにしても、ちょっと予算が、なんか思うようについており

ません。この分ですと、だいぶかかるのではないかと思います。ですので、なるべく多く

の予算を付けていただき、早期の完成を目指していただきたいと思います。 

 もう一点は、うちのほうに花屋さんが２軒あります。前にも県にお願いしてあるんです

が、花運搬の為の大きなトレーラーが入って来れないところが２、３箇所あるんです。大

型さえ入れれば、花を小運搬することなく、そうしますと市場がどんどん伸びて、大阪に

もどんどん行けるという話を聞いておりますので、別線ルートの居口橋の他にもその３箇

所、早めに道路を直していただいて大型車がスムーズに入れて、花の運搬がスムーズにで

きるようにぜひお願いしたいと思います。 

 

＜知事＞ 

 前にも、ちょっとお邪魔したことがありましたけれど、４年前ですかね、お邪魔をさせ

ていただいて現状を見せていただきまして、要望を頂戴したということを覚えております。

あのあと、しっかりと取り組ませていただいたところでございます。今日の要請をしっか

り受け止めてまいりたいと思います。 

 

＜最上総合支庁長＞ 

 県職員になって若いとき、大芦沢に真冬も何度も通った経験がございまして、その時か

らもうちょっと、道路が良くなれば良いなと感じております。最近も行かせていただきま

したが、その思いは全く変わっておりません。限られた予算の範囲内でという話でしかで

きないわけですが、できるだけ早めに、改良工事完成するように、その手法等の考え方を

きちんと整理していきたいと思っております。 

 

＜知事＞ 

 すばらしいバラを関西にもということだと思いますので、しっかり取り組んでいきたい

と思います。 

 

                                      以上 


